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第９節 過疎・中山間地域の医療（へき地の医療） 

○ へき地診療所診療支援システム56を活用していること。 
○ 緊急の内科的・外科的処置が可能なへき地医療拠点病院等と連携していること。 
○ へき地医療拠点病院等における職員研修等に計画的に参加していること。 

（ウ）【へき地診療の支援医療】の機能を担う医療機関 

○ へき地医療拠点病院支援システムを活用していること。 
○ へき地診療所診療支援システムなどを活用した診療が行われていること。 
○ 巡回診療等によりへき地住民の医療を確保すること。 
○ へき地診療所等への代診医等の派遣（継続的な医師派遣も含む。）及び技術指導、援助を行うこと。 
○ へき地の医療従事者に対する研修の実施及び研究施設を提供すること。 
○ 遠隔診療等の実施により各種の診療支援を行うこと。 
○ 24 時間 365 日、医療にアクセスできる体制を整備するため、地域の診療所を含めた当番制の診療体制を

構築すること。 
○ 高度の診療機能を有し、へき地医療拠点病院の診療活動等を援助すること。 

 

イ 市町村 

○ 地区の保健衛生状態を十分把握し、へき地診療所及び保健所と緊密に連携して、計画的に地区の実情
に即した保健指導活動を行うこと。 

○ へき地における医療確保のため実施する事業に対して協力すること。 
 

ウ 保健所 

○ 地区の保健衛生状態を十分把握し、へき地診療所及び市町村と緊密に連携して、計画的に地区の実情
に即した保健指導活動を行うこと。 

 

エ 県 

○ へき地における医療確保のため実施する事業に対して協力すること。 
○ へき地診療所から代診医派遣、医師派遣の要請があった場合の調整と、へき地医療拠点病院等への派遣

要請を行うこと。 
○ へき地医療に従事する医師を確保するためのドクタープール機能を持つこと。 
○ へき地医療に従事する医師のキャリア形成支援を行うこと。 
○ へき地における地域医療分析を行うこと。 
○ 専任担当官として地域医療への意識が高く、ある程度長く継続して努められる医師を配置し、へき地医療

関連業務に専念できるような環境を整備すること。 
 

評価指標 
 

１ 目指す姿の進捗に関する数値目標 

  目指す姿の達成に向けた進捗状況は、以下の指標により検証します。 

＜全体目標＞ 

番号 分野アウトカムに関する指標 
現況値 

（調査年） 
出典 

目指す 

方向性 

目標値 

（目標年） 

A1 
へき地診療所による在宅での看取り件

数 

42 件 

（R3 年） 

へき地医療現況調査 

（厚生労働省） 
↗ 

55 件 

（R11 年） 

A2 
へき地医療拠点病院による在宅での看

取り件数 

25 件 

（R3 年） 

へき地医療現況調査 

（厚生労働省） 
↗ 

33 件 

（R11 年） 

 

 

                                                      
56 へき地診療所診療支援システム：へき地医療拠点病院とへき地診療所との間に伝送装置を設置し、へき地医療拠点病院がへき地診療所

の診療活動等を援助するもの。 
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第９節 過疎・中山間地域の医療（へき地の医療） 

 
 
 

現況値 調査年 目標値 目標年

A1 へき地診療所による在宅での看取り件数 42件 R3年 ↗ 55件 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

A2 へき地医療拠点病院による在宅での看取り件数 25件 R3年 ↗ 33件 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

B101 へき地における訪問診療実施回数（歯科を含む） 1,069回 R3年 ↗ 1,500回 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

B102 へき地における訪問看護実施回数 891回 R3年 ↗ 950回 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

B103 へき地医療拠点病院等への救急搬送体制が整備できている
診療所数 19診療所 R4年 ↗ 27診療所 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

C101 へき地診療所の常勤医師数 25人 R4年 ↗ 28人 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

C102 へき地における常勤看護師数 70人 R4年 ↗ 80人 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

C103 へき地診療所設備整備補助件数 2件 R4年 ↗ 4件 R11年 へき地診療所設備整備補助金実績
（福島県保健福祉部調べ）

C104 ICTによるへき地医療の診療支援の活用件数（へき地診療
所） 1件 R4年 ↗ 6件 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

C105 へき地医療拠点病院等への救急搬送体制が整備できている
診療所数 19診療所 R4年 ↗ 27診療所 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

B201 へき地医療拠点病院の中で主要３事業の年間実績が合算で
12回以上の医療機関の割合 100% R3年 → 100% R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

B202 へき地医療拠点病院の中でへき地医療拠点病院の必須事業
の実施回数が年間１回以上の医療機関の割合 100% R3年 → 100% R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

C201 ICTによるへき地医療の診療支援の活用件数（へき地医療
拠点病院） 0件 R4年 ↗ 2件 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

C202 へき地医療拠点病院からへき地への巡回診療実施回数 0回 R3年 ↗ 28回 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

C203 へき地医療拠点病院からへき地診療所への代診医派遣実施
回数 0回 R3年 ↗ 3回 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

C204 総合的な診療能力を有する医師を養成する事業を実施する
へき地医療拠点病院数 1病院 R4年 ↗ 2病院 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

C205 へき地医療拠点病院等への救急搬送体制が整備できている
診療所数 19診療所 R4年 ↗ 27診療所 R11年 へき地医療現況調査（厚生労働省）

B301 へき地医療拠点センター病院からへき地医療拠点病院への医
師派遣人数 30人 R4年 ↗ 40人 R11年 へき地医療支援システム実績（福島県

地域医療支援センター調べ）

B302 へき地医療拠点センター病院からへき地医療拠点病院への医
師派遣回数 1,015回 R4年 ↗ 1,350回 R11年 へき地医療支援システム実績（福島県

地域医療支援センター調べ）

B303 へき地医療拠点病院からへき地診療所への医師派遣人数 4人 R4年 ↗ 6人 R11年 へき地医療支援システム実績（福島県
地域医療支援センター調べ）

B304 へき地医療拠点病院からへき地診療所への医師派遣回数 184回 R4年 ↗ 275回 R11年 へき地医療支援システム実績（福島県
地域医療支援センター調べ）

C301 へき地医療支援機構によるへき地への医師派遣回数 2,164回 R4年 ↗ 2,900回 R11年 へき地医療支援システム実績（福島県
地域医療支援センター調べ）

C302 ドクターバンクふくしまによる医師派遣件数 0件 R4年 ↗ 2件 R11年 ドクターバンクふくしま実績（福島県地域
医療支援センター調べ）

C303 キャリア形成プログラム適用者数 402件 R5年 ↗ 558件 R11年 キャリア相談件数（福島県地域医療支
援センター調べ）

C304 へき地診療所への現況調査実施件数 27件 R4年 → 27件 R11年 へき地診療所現況調査（福島県保健
福祉部調べ）

＜全体目標＞

＜へき地診療＞

＜へき地医療支援＞

＜行政機関等による支援＞

目標現状
出典目指す

方向性アウトカムに関する指標
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